
第 25 回高校生ものづくりコンテスト溶接部門 鹿児島県大会  

（兼 第 18 回九州地区高校生溶接技術競技会鹿児島県予選） 
 

１ 目 的   

ものづくり産業は、関連する地場の企業など非常に裾野が広い産業である。 

 技術者･技能者は企業にとって重要な役割を果たし、人材教育を行っている企業ほど、業績

が好調である。 

 本会では、文部科学省･経済産業省とも連携し、学校段階からの職業意識の醸成に努め、キ

ャリア教育の推進に取り組んでいる。 

 本競技は、ものづくりにとって必要不可欠な基盤技術である“溶接”において、県内工業

高校生のレベルアップを図るとともに、九州地区高校生溶接技術競技会兼ものづくりコンテ

スト九州地区大会溶接部門に本県代表として生徒を参加させることを目的とする。 

 

２ 会 場   

鹿児島県工業技術センター 

〒 899-5105 

鹿児島県霧島市隼人町小田1445-1  

 

３ 期 日   

令和８年６月12日（金）   

８：35～８：55 受付・更衣・抽選 

８：55～９：10  競技内容等の説明 

９：10～９：20  開会式 

９：30～12：55  開先加工（15分間）・競技時間（30分間） 

13：00～13：15  閉会式 

※日程については参加人数により調整する。 

 

４ 主 催   

鹿児島県高等学校長協会工業部会 

 

５ 共 催   

一般社団法人 鹿児島県溶接協会 

鹿児島県高等学校教育研究会工業部会 

鹿児島県高等学校工業クラブ連盟 

 

６ 主 管   

鹿児島県高校生溶接技術競技会実行委員会 

 

７ 参加者 

（１） 参加資格  県高等学校長協会工業部会の会員校生徒 

（２） 出場選手 

ア 各学校５名まで参加できる。 

イ ３名以上の参加は、成績の上位３名を団体とし、その他の選手を個人の部とする。 

ウ  ２名以下での参加は、個人の部の参加とする。 

 



８ 申込み及び登録変更について 

  登録変更は大会３日前までに下記まで連絡をすること。それ以降は監督会議により決定する。 

 

    【登録変更連絡先】 

     鹿児島県立隼人工業高等学校 

     九州地区高校生溶接技術競技会鹿児島県予選実行委員会 門前 栄作  

     TEL 0995-42-0023 FAX 0995-42-0025 

 

９ 競技課題 

 (１) 競技用材料は、呼び厚さ９mmのSS400材で中板２枚のⅤ形（ベベル角度30度）開先とする。 

 (２) 溶接方法は、裏当金なしのＶ形突合せ継手とし、 JIS Ｚ 3801に基づく被覆アーク溶接 

（Ｎ－2Ｆ）に準じた下向きの片面からの裏波溶接とする。 

 (３) 競技時間は、タック溶接（仮付）、電流調整、練習、本溶接及び溶接後の競技材の清掃を含め、

30分以内とし、未完成であっても競技材は提出する。（別途、開先加工時間は設ける） 

 (４) 溶接棒は、JIS Ｚ 3211「軟鋼、高張力鋼及び低温鋼用被覆アーク溶接棒」の適合品の

うち、先端に特別な加工を施していないもので、棒径 3.2mm 以上とし、銘柄及び棒径

の混用は自由とする。 

（５） 最終層は中央の指定範囲（30 ㎜）でアークを中断し、審査員の確認を受けた後、指定

範囲内から中断前と同じ方向に溶接を継続する。 

（６） 競技用材料のＦと書かれた後半部分が裏曲げ試験箇所とする。 

 

10 競技用機材（会場に準備してあるもの） 

 (１) 交流アーク溶接機、キャブタイヤケーブルおよびホルダー 

 (２) バイス、作業台、椅子（持ち込み可）、電流調整用鋼板、裏波用治具 

 

11 参加者が持参するもの（商用電源を要しないものに限り、必要でないと考えた場合は、持参しなく

てよいが、会場では貸与しない） 

 (１) 競技用溶接棒 

 (２) 保護具等（溶接用皮製保護手袋（ＴＩＧ溶接用薄皮手袋も可）、前掛け、足カバー、腕カバ

ー、作業帽または安全帽、作業服上下、安全靴等の作業靴、保護めがね、フィルタプレート付保

護面、防塵マスク 

(３) 工具箱：チッピングハンマ、片手ハンマ、ヤスリ、プライヤ、ワイヤブラシ、サンドペーパ

ー、 砥石、たがね、火箸、けがき針、石筆やチョーク等筆記具、ウエス、時計（音の出ないも

の）、ハンディライト、ルーペ 

 (４) 測定用具：電流計、スケール、ノギス、テーパーゲージ、角度ゲージ、クラックスケール 

 (５) タック溶接用治具、裏波用治具、練習材（競技材と区別できるように目印等をしておく） 

 

12 競技の方法および注意事項（☆印は、審査員に申告し、その確認を受ける事項） 

 (１) 作業に入る前に支給材料の点検を行い、異常のある場合は審査員に申し出ること。 

 (２) 競技用材料の開先加工は次のことに注意すること。 

     ア ルート面の加工は、３mm以内とし均一に仕上げなければならない。 

     イ ベベル角度は変更してはならない。                                  

     ウ 局部的加工はしてはならない。 

(３) 開先加工時間は競技開始前に15分間を与える。開先加工終了時に開先面形状等の確認を受ける。 

(４) 競技時間は 30 分以内とする。（タック溶接、本溶接、競技作品の清掃及び立ち合い審査員の確

認に要する時間も含む） 

☆ 



(５) タック溶接の位置は競技材裏面の両端から10㎜以内で２カ所行う。 

   なお、タック溶接に使用する溶接棒は使用済みの棒でも可。 

(６) ルート間隔は任意とする。 

(７) タック溶接した後に、審査員に申告し、タック溶接状態の確認を受ける。 

(８) 溶接による変形は、逆ひずみ法によって防ぐものとする。 

(９) 溶接層数及びパス数は自由とする。 

(10)  溶接中、溶接棒の取り換えは自由とする。また、溶接棒は最後まで使用しなくて良い。 

(11) 競技材料の最終層の溶接では中央の指定範囲内（30mm）でアークを中断し、審査員の確認を

受けた後、指定範囲内から中断前と同じ方向に溶接を継続する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                       表面に現れるビードは最終層とみなす 

 図１ 最終層アーク中断指定範囲マーキング      図２ 最終層の定義 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図３ クレーターの先端が指定範囲内に入らなければならない 

 

 

☆ 

☆ 



(12) 溶接作業を中断してスラグ・スパッタの除去、ブラシかけ等、他の作業を行うときは、溶接棒は

ホルダーから外して、ホルダーを所定のところに置くこと。  

(13)  溶接中事故があった場合は、審査員に申出て適宜の処置を受けなければならない。 

(14) 溶接作業終了後、溶接機のスイッチを切り、その後、競技材の清掃を行うこと。  

(15) 競技材料を清掃後、作業終了（競技終了）を審査員に報告しなければならない。  

   

13 失格・減点事項 

次の事項に違反したときは失格または減点する。 

(１) 競技要領及び注意事項に違反したとき。 

(２) 競技材は、溶接変形を生じても矯正してはならない。                           

(３) 競技中及び競技後において、溶接部をヤスリやタガネ及びハンマなどによって、切削、研削及

びピーニングを行ってはならない。  

(４) アークにより溶接金属を流す行為をしてはならない。  

(５) アークを発生しているときは、溶接作業台の上に測定用具、可燃物、工具類を置いてはならな

い。チッピングハンマ、片手ハンマ、タガネ、ワイヤブラシ、裏波用治具は除く。 

(６) 工具類及び測定用具は、必要なとき以外は、各自持参した工具箱等に収納しておかなければな

らない。  

(７) 競技中は、他人の作業の妨げになるようなことをしてはならない。また、工具等の賃借をして

はならない。  

(８) スラグ・スパッタの除去、ブラシかけ等の溶接以外の作業を行うときブース内で     

は保護めがねを着用しなければならない。 

 

14 マシントラブル時の対応 

  予備競技材や予備ブースを確保し、当日内で再競技を行う。 

 

15 審  査 

(１) 審査委員 溶接技術や学識を有する者または指導的立場にある溶接経験者などに委嘱する。 

(２) 審査方法 外観検査と曲げ検査の総合判定によって行う。詳細は、16 審査要領を参照。 

 

16 審査要領（県大会審査基準による） 
(１) 審査項目及び配点 
 提出された競技材について、表１に示す審査項目及び配点で審査採点する。採点細目は別に定める。 

 
表１  審査項目及び配点 

審査項目 

外観検査 曲げ検査 違反 
不安全状態 
不安全行為 

合計点 
表面 裏面 表曲げ 裏曲げ 

 

配点 

 

 

50 

 

 

50 

 

 

100 

 

 

100 

 

 

失格または減点 

 

 

300 

 

 

(２) 外観検査 

表面は、ビード形状、アンダカット、オーバラップ、始・終端の処理、アークストライク、棒

継ぎ、角変形及び清掃の良否などにより採点する。 

裏面は、ビード形状、アンダカット、オーバラップ及び清掃の良否などにより採点する。 

 

☆ 



Ｆ

(３) 曲げ検査 

各競技材から切り出した２枚の試験片（図４）を採取し、JIS Ｚ 3122「突合せ溶接継手の曲げ

試験方法」に準じて表曲げ及び裏曲げ試験を行い、曲げ表面（側面も含む）に現れた欠陥の大きさ

に応じて採点する。 
 
 
 
 
 
                                               
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 
 
                                    
                                                                                        

 

 

（４） 違反行為 

作業中の違反行為及びこれに類する行為については、失格又は総点から減点する。 

 

（５) 不安全状態・不安全行為 

作業中の服装や保護具の不備、不安全状態及び不安全行為については減点する。 

なお、本競技会における参加者の保護具の標準は下記のとおりとし、正しく着用又は使用し

なければならない。 

ア 作業帽又は安全帽、作業服上下及び安全靴等の作業靴(短靴あるいは長靴いずれでも可)     

の着用 

イ 保護めがねの使用（はね上げ式溶接用保護面の使用は保護めがねの使用とみなす。） 

  ブース内では保護めがねを着用する。常用めがねも保護めがねとみなす。 

ウ フィルタプレート付き溶接用保護面の使用 

エ 防塵マスク（JISＴ8151の規格品又は相当品とする）の使用 

オ 腕力バーの着用 

カ 溶接用革製保護手袋（全長280mm以上のもの）の使用 

キ 前掛けの着用 

ク 足カバーの着用（長靴、半長靴を使用の場合は不要） 

ケ 肌を露出してはならない（溶接時には顔面も露出してはならない） 

裏曲げ 

 

    

 

20 

 

表曲げ 

 

図４ 曲げ試験片の採取位置 

150 

20 40 40 30 

 

中断位置 



17 成績発表 

（１） 団体の部については、各学校の上位３名の合計得点で順位を決定する。 

     ただし、同得点の場合は、上位２名の合計得点で順位を決定する。 

（２） 個人の部については、男女混合の部での順位及び女子の部での順位を決定する。 

    ただし、同点の場合は、審査員の協議により順位を決定する。 

 

18 表  彰 （団体の部及び個人の部の出場数により表彰数の変動有り） 

（１）団体の部：最優秀賞（１校）、優秀賞（１校）、優良賞（１校）として表彰する。 

      個人の部：最優秀賞（男女各１名）、優秀賞（２名）、優良賞（３名）として表彰する。 

   

 （２） 表彰は、曲げ試験結果発表後行う。 

 

   ※団体優勝チームは、九州地区高校生溶接技術競技会に鹿児島県団体代表として出場する。ま

た、個人の部代表は、団体以外の成績上位者から選出する。 

 

19 大会役員 

  実行委員長 鹿児島県高等学校長協会工業部会長 兒玉 秀郷（鹿児島工業高等学校長） 

    事務局総務 鹿児島県立隼人工業高等学校 門前 栄作 

 

20 問合せ先 

鹿児島県立隼人工業高等学校（〒899-5106 霧島市隼人町内山田一丁目6-20） 

九州地区高校生溶接技術競技会鹿児島県予選実行委員会事務局 門前 栄作 

 

〈連絡〉 

令和８年度第 18 回九州地区高校生溶接技術競技会（長崎県） 

  日時：令和８年８月 第１週土日 会場：未定 
 

〈参考〉九州大会開催状況 

年 度 回 数 開催県 年 度 回 数 開催県 

平成 20 年度 第１回 大 分 平成 21 年度 第２回 大 分 

平成 23 年度 第３回 大 分 平成 24 年度 第４回 長 崎 

平成 25 年度 第５回 福 岡 平成 26 年度 第６回 鹿児島 

平成 27 年度 第７回 沖 縄 平成 28 年度 第８回 宮 崎 

平成 29 年度 第９回 佐 賀 平成 30 年度 第 10 回 熊 本 

令和元年度 第 11 回 長 崎 令和２年度 第 12 回 福 岡 

令和３年度 第 13 回 宮 崎 令和４年度 第 14 回 大 分 

令和５年度 第 15 回 鹿児島 令和６年度 第 16 回 沖 縄 

令和７年度 第 17 回 宮 崎    

 

21 高校生ものづくりコンテスト全国大会（北海道苫小牧市） 

  日時：令和８年 11 月 14 日（土）・15 日（日）  

 

22 大会参加における注意事項  

熱中症対策について 

  ア  各自水筒等を準備するなど十分に水分補給ができるようにすること。 

  イ 気分が悪くなった場合は、競技中であっても速やかに競技審査員等に申し出ること。 


